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日中友好環境保全センターと共同で

北京でライダー観測を開始

大気圏環境

研究領域

黄
砂
の

発
生
・

輸
送
・

変
性
を
解
明

写真は北京の日中友好環境保全センターに設置されたライダー装置

北京でライダー観測を開始　１

ACEアジアのライダー観測　　２

太平洋上で黄砂を捉える　３

ライダーで雲の粒径測定　　４

（１）
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国立環境研究所の独立行政法人

化に伴う組織改変により大気圏

環境部高層大気研究室は大気圏

環境研究領域遠隔計測研究室と

変わりました。

　
中
国
北
東
部
で
発
生
す
る
黄
砂
の
動
態
を
研
究
す
る
た
め
に
、
日
中

友
好
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
ラ
イ
ダ
ー
観
測
を
開
始
し
た
。
北

京
に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
、
国
立
環
境
研
が
開
発
し
た
偏
光
ラ

イ
ダ
ー
を
設
置
し
、
３
月
よ
り
連
続
的
に
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
る
。

　北京とつくばで観測された黄砂エアロゾル（2001年3月1日から14日ま

で）。黄砂を赤、それ以外のエアロゾル（硫酸塩など）を青で示す。大

きな黄砂現象が北京では３月上旬に３回ほど見られる。このうち、３月

４～５日の黄砂は２日ほど遅れてつくばにも飛来した。

　
こ
の
ラ
イ
ダ
ー
は
平
成
十
三
年
度
か
ら
の

環
境
省
地
球
環
境
研
究
総
合
推
進
費
に
よ
る

研
究
に
用
い
ら
れ
る
他
、
北
京
に
飛
来
す
る

黄
砂
の
問
題
に
関
す
る
中
国
側
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
利
用
さ
れ
る
。
推
進
費
の
研
究
で
は

つ
く
ば
と
長
崎
の
ラ
イ
ダ
ー
、
サ
ン
プ
リ
ン

グ
分
析
、
モ
デ
ル
研
究
と
合
わ
せ
て
、
黄
砂

の
発
生
、
輸
送
、
輸
送
中
の
変
性
な
ど
を
含

む
黄
砂
の
環
境
影
響
の
解
明
を
め
ざ
す
。
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ア
ジ
ア
の

エ
ア
ロ
ゾ
ル
の

立
体
分
布
を
捉
え
る

（２）2001年6月10日

ACEアジアにおけるライダー観測

化
学
輸
送
モ
デ
ル
を

検
証

　
ア
ジ
ア
地
域
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
特
性

を
調
べ
る
た
め
の
国
際
共
同
観
測
Ａ
Ｃ

Ｅ
ア
ジ
ア
が
、
２
０
０
１
年
四
月
か
ら

五
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
地
上
の

観
測
機
器
、
航
空
機
、
研
究
船
等
を
用

い
て
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
化
学
的
、
物
理

的
特
性
な
ど
の
観
測
が
行
わ
れ
た
。

　
国
立
環
境
研
（
遠
隔
計
測
研
究
室
）

で
は
つ
く
ば
、
長
崎
、
北
京
に
お
け
る

継
続
的
な
ラ
イ
ダ
ー
観
測
の
他
、
奄
美

大
島
（
４
月
）
と
、
海
洋
地
球
研
究
船

「
み
ら
い
」
を
用
い
た
ラ
イ
ダ
ー
観
測

を
行
っ
た
。
つ
く
ば
と
長
崎
の
ラ
イ
ダ

ー
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信

し
、
飛
行
計
画
の
決
定
や
、
予
報
モ
デ

ル
の
検
証
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。

　
研
究
船
「
み
ら
い
」
に
よ
る
観
測
は

５
月
の

航
海
で
実
施
し
、

従
来
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
、
雲
の
ラ
イ
ダ
ー

観
測
に
加
え
て
、
通
信
総
合
研
究
所
の

雲
レ
ー
ダ
ー

と
の
同
時
観
測
を
初

め
て
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
氷
晶

雲
や
薄
い
水
雲
の
微
物
理
特
性
の
解
析

を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　
ま
た
、
バ
イ
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
方
式
の

新
し
い
ラ
イ
ダ
ー
手
法
に
よ
る
低
層
の

水
雲
の
粒
径
の
観
測
実
験
を
初
め
て
実

施
し
た
。
（
関
連
記
事
３
、
４
面
）

　国際共同観測 ACEアジア (Asian-Pacific Aerosol Characterization Experiment) に参加

した研究機関の主なライダー観測地点。国立環境研（つくば、長崎、奄美大島、北京）の

他、東京商船大学（東京）、名古屋大学（名古屋）、福山大学（福山）、Kyung Hee大学

（Suwon）、ソウル国立大学（Cheju島）、Kwangju Institute of Science & Technology

（Cheju島）、安徽光学精密機械研究所（合肥=Hefei）などが参加した。観測データは、

WWWページ http://info.nies.go.jp:8094/AsiaNet/ を通じて交換された。

　ライダーの偏光解消度データから黄砂エアロゾルをその他のエアロゾル（硫酸塩など）

と明瞭に分離することが可能である。（関連記事第１面）また、化学輸送モデル（九州大

学の化学天気予報システムCFORSなど）と比較することによって、黄砂以外のエアロゾ

ルについても起源を推定することができる。さらに、モデルで再現されない現象を解析す

ることによって、モデルに用いられている発生源データやプロセスの改良のための情報を

得ることができる。このような解析を今後行う計画である。



遠隔計測研究室

太
平
洋
上
で

黄
砂
と

硫
酸
塩
の

プ
ル
ー
ム
を

捉
え
る

（３）

研究船「みらい」によるライダー観測 

2001年6月11日

ACEアジア

「みらい」で観測されたエアロゾルプルーム。５月26日の例について、（上）

距離補正信号強度、（中）偏光解消度、（下）２波長の信号強度の比を示す。

雲は除去されている。「みらい」の位置は北緯 36.5 度、東経 146.5 度付近。

ラ
イ
ダ
ー
デ
ー
タ
か
ら
、
プ
ル
ー
ム

は
粒
径
の
大
き
な
黄
砂
（
上
層
）
と
粒

径
の
小
さ
い
球
形
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
下

層
）
の
２
層
構
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
九
州
大
学
の
化
学
天
気
予
報
シ
ス

テ
ム
（

）
で
も
黄
砂
と
硫
酸
エ

ア
ロ
ゾ
ル
の
２
層
構
造
が
予
測
さ
れ
、

観
測
結
果
は
こ
れ
と
定
性
的
に
整
合
す

る
。
　
大
気
境
界
層
内
で
は
、
粒
径
の
大
き

い
液
滴
の
海
塩
粒
子
が
多
く
、
２
波
長

の
比
が
大
き
く
偏
光
解
消
度
は
低
い
。

黄
砂
と
思
わ
れ
る
領
域
（
高
度

）
で
は
、
偏
光
解
消
度
、
２
波
長

比
共
に
概
ね
大
き
い
。
一
方
、
下
層
の

硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
部
分
は
、
後
方
散

乱
係
数
は
高
い
が
、
偏
光
解
消
度
、
２

波
長
の
比
共
に
小
さ
い
。

　
観
測
結
果
の
画
像
を
詳
細
に
比
較
す

る
と
、
黄
砂
と
思
わ
れ
る
領
域
で
も
偏

光
解
消
度
と
２
波
長
の
比
が
必
ず
し
も

相
関
せ
ず
、
大
粒
子
と
考
え
ら
れ
る
が

偏
光
解
消
度
は
大
き
く
な
い
部
分
が
、

黄
砂
層
の
下
部
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
単
に
黄
砂
と
硫
酸
塩
が
共
存
す
る

の
で
は
説
明
さ
れ
ず
、
黄
砂
エ
ア
ロ
ゾ

ル
の
回
り
に
硫
酸
塩
が
付
着
す
る
な
ど

の
内
部
混
合
が
起
っ
て
い
る
可
能
性
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

　
海
洋
地
球
研
究
船
「
み
ら
い
」
の

ク
ル
ー
ズ
に
お
い
て
、
五
月
十
九
日

か
ら
二
十
六
日
に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
東
の
太
平
洋
上
で
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
の
も
の
と

み
ら
れ
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
プ
ル
ー
ム
を
観
測
し
た
。

黄砂と硫酸塩の内部混合の可能性を示す

黄砂

　硫酸塩

（モデルから同定）海塩

必ずしも相関しない
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低
層
雲
の

粒
径
測
定
に

成
功

　
新
し
い
バ
イ
ス
タ
テ
ィ
ク
方
式
の
偏
光
ラ
イ
ダ
ー
の
実
証
試
験
を
海
洋
地
球
研
究

船
「
み
ら
い
」
を
用
い
て
実
施
し
、
低
層
の
水
雲
の
粒
径
の
測
定
に
成
功
し
た
。
こ

れ
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
雲
の
生
成
を
通
じ
て
大
気
の
放
射
特
性
に
影
響
す
る
間
接
効

果
を
定
量
的
に
解
明
す
る
た
め
の
観
測
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

　このライダー手法は、雲の後方散乱を適当な散乱角(約179度)で

受信し、２つの偏光成分の比から水雲の粒径（粒径分布を仮定し

たモード径）を推定する。測定は「みらい」搭載のライダーに受

光系を追加することよって行った。（写真手前。三脚を使って実

験。後のコンテナがライダー装置。）レーザーは、偏波面が散乱

面に45度の方向となるように送信した。

　海洋上では高度数百メートルの大気境界層の上端に高い頻度で

対流性の積雲が生成し、海塩粒子や各種のエアロゾルの影響を調

べるための絶好の観測条件が得られる。

研
究
船
「
み
ら
い
」
で

　
　
　
　
　
実
証
試
験

2001年6月11日
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　対流性の積雲（写真左）と雨の降りそうな層雲（写真右）の２つの

場合の実験結果の例を以下に示す。

　散乱強度（上段）と偏光成分の比（下段）の高度時間表示（高度0-

1.5km、20分間。左右は写真に対応）。下段の比の値が粒径を表し、赤

色が大きい。対流性の雲では、雲底付近で粒径が小さく上にいくほど大

きい。雨の降りそうな層雲では下層に大きな粒径の部分が見られる。

（４）


